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問
い
合
わ
せ　
消
防
署
☎
５
９
４
‐
１
１
１
９

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」

救
急
車
の
適
正
利
用
・
市
民
救
命
士
講
習
会

全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ

「
Ｑ
助
」（
き
ゅ
ー
す
け
） 救

急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数
・

搬
送
人
員
数
は
と
も
に
増
加
傾
向

に
あ
り
、
平
成
28
年
中
に
救
急
搬

送
さ
れ
た
傷
病
者
の
う
ち
、
約
４

割
の
人
が
軽
症
者
で
し
た
。

　
軽
い
病
気
や
緊
急
性
が
な
い
救

急
要
請
が
増
え
る
と
1
分
1
秒
を

争
う
重
症
傷
病
者
へ
の
対
応
が
遅

れ
、
命
の
危
機
を
招
く
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
現
在
、
篠
山
市
消
防
本
部
に
は

４
台
の
救
急
車
が
あ
り
ま
す
が
、

す
べ
て
の
救
急
車
が
出
動
中
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
人
の

た
め
に
、
救
急
車
の
適
正
利
用
に

つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
農
都
政
策
課
☎
５
５
２
‐
６
５
８
０

農
業
共
済

水
稲
の
損
害
評
価
が
始
ま
り
ま
す

３
割
を
超
え
る
減
収
が
見
込
ま
れ

る
場
合
、
損
害
評
価
野
帳
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

　
今
年
度
も
水
稲
の
収
穫
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
農
家
の
皆
さ

ん
が
丹
精
を
込
め
て
大
切
に
育
て

ら
れ
た
水
稲
が
、
共
済
事
故
に
よ

り
被
害
を
受
け
、
耕
作
田
１
筆
ご

と
に
３
割
を
超
え
る
減
収
が
見
込

ま
れ
る
場
合
、
各
自
治
会
の
損
害

評
価
班
長
さ
ん
ま
で
損
害
評
価
野

帳
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

共
済
事
故
と
は
？

　
風
水
害･

干
害･

そ
の
他
気
象
上

の
原
因
に
よ
る
災
害
、
病
虫
害
、

鳥
獣
害
、
火
災
な
ど
で
す
。

損
害
評
価
の
予
定

　
毎
週
月
曜
日（
一
部
火
曜
日
）に

自
治
会
の
損
害
評
価
班
長
さ
ん
か

ら
、
農
都
政
策
課
へ
損
害
評
価
野

帳
を
提
出
い
た
だ
き
、
水･

木
曜

日（
一
部
金
曜
日
）に
市
の
評
価
委

員
が
各
地
区
を
調
査
し
ま
す（
下

記
日
程
表
参
照
）。

※
必
ず
、
刈
り
取
り
日
の
１
週
間

生
活
が
送
れ
ま
す

○
性
ホ
ル
モ
ン
に
起
因
す
る
病
気

の
予
防
や
問
題
行
動（
マ
ー
キ

ン
グ
な
ど
）の
発
生
率
が
低
下

し
ま
す

○
繁
殖
制
限
が
で
き
ま
す

③
名
札
を
つ
け
よ
う
！

　
逸
走
し
た
時
の
た
め
に
、
自
分

の
飼
い
ね
こ
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

実
り
の
秋
に
向
け
て
、
各
集

落
で
、
ク
マ
を
寄
せ
付
け
な
い
取

り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

誘
引
物
の
除
去

○
ゴ
ミ
を
屋
外
に
置
か
な
い

○
食
料
は
、
屋
内
で
保
管

○
果
実
は
早
め
に
収
穫

環
境
整
備

○
ヤ
ブ
や
草
む
ら
を
刈
り
取
る

①
屋
内
飼
育
で
快
適
生
活

　
「
屋
内
飼
育
は
か
わ
い
そ
う
」と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
ね
こ
は
本
来
、
広
範
囲
を
動
き

回
る
動
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
屋

外
に
は
、
交
通
事
故
や
け
ん
か
に

よ
る
ケ
ガ
、
病
気
の
感
染
な
ど
た

く
さ
ん
の
危
険
が
待
ち
受
け
て
い

ま
す
。
屋
内
飼
育
は
、
ね
こ
に
と

っ
て
安
全
で
快
適
な
生
活
で
す
。

防
護

○
果
樹
な
ど
エ
サ
と
な
る
木
に
は

ト
タ
ン
を
巻
き
、
ク
マ
が
登
れ

な
い
よ
う
に
す
る

○
果
樹
園
な
ど
は
電
気
柵
で
守
る

②
不
妊
手
術
を
し
よ
う
！

　
「
不
妊
手
術
は
、
か
わ
い
そ
う
」

な
ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

避
妊･

去
勢
手
術
は
、
ね
こ
に

と
っ
て
も
、
飼
い
主
に
と
っ
て
も

た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
動
物
病
院
に
相
談
し
、
早
期

に
手
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

不
妊
手
術
の
メ
リ
ッ
ト

○
発
情
期
が
な
く
な
り
安
定
し
た

前
に
は
損
害
評
価
野
帳
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
刈
り
取
り

を
さ
れ
て
し
ま
う
と
調
査
が

で
き
ず
、
共
済
事
故
と
認
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
注
意
！

市
内
で
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
が
続
い
て
い
ま
す

ね
こ
と
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に

問
い
合
わ
せ　
農
都
環
境
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
７

問
い
合
わ
せ　
市
民
衛
生
課
☎
５
５
２
‐
６
２
５
３

～あなたは小さな子どもの命の危機に何ができますか～

未来を担う子どもたちの命を守る市民救命士講習会を受講しよう
子どもの命にかかわる病気や突然のけが、交通事故のとき、あなたは何ができますか。応急手当によって「尊
い命」が救われます。

「適正利用 守ってつなぐ
命のバトン」

～兵庫県下統一キャッチコピー～
　毎年、９月９日を「救急の日」とし、
この日を含む１週間が救急医療週間

です。

と　 き　9 月 9 日（土）･10 日（日）9:30 ～
12:30
※受講はどちらか 1日。
ところ　篠山市民センター
内　容　心肺蘇生法（主に小児、乳児および新
生児の内容を対象）やAEDを使用した実技、け
がをしたときの止血法など
対　象　中学生以上
定　員　各日 20人（先着順）
テキスト代　60円
申し込み方法　消防署・各出張所に備え付けの
申込書（市ホームページにも掲載）を提出
※受講終了後に市民救命士認定証を交付。

　緊急度判定を支援し、利用できる医療機関や
受診手段の情報を提供するため、全国版救急受
診アプリ「Ｑ助」を消防庁が作成し提供を開始
しました。
　急な病気やけがをしたとき、該当する症状を
画面上で選択していくと、緊急度に応じた必要
な対応が、緊急性をイメージした色とともに表
示されます。
　病気やけがをしたとき、救急車を呼ぶべきか
迷うとき、判断の手助けとなります。
　救急車は限りある資源です。適正利用につな
げるためにもぜひご活用ください。

全国版救急受診アプリ
「Ｑ助」で検索

またはQRコードから

※今回の講習会以外にも毎月第 1土曜日の市民
救命士講習の他、各団体や事業所、自治会、
友人同士の集まりでも講習会を随時受け付け
ています。

保育ボランティアに
よる託児あり

　人数に制限があり
ますので、ご希望の
方は9月1日（金)まで
にお申し出ください。

デカンショ防災ネットに登録しよう！
　クマの出没情報をはじめ、緊急情報をメールで
配信しています。
（登録方法は sasayama@bosai.net に空メール
を送信）
デカンショ防災ネット
http://bosai.net/
sasayama/

区分 品種 市への野帳提出日 抜取調査日

準
早
期

フクヒカリ
五百万石
コシヒカリ
その他

8月21日（月） 8月23日（水） 8月24日（木）
8月28日（月） 8月30日（水） 8月31日（木）
9月4日（月） 9月6日（水） 9月7日（木）
9月11日（月） 9月13日（水） 9月14日（木）

普
通
期

コシヒカリ
日本晴
ヤマビコ

マンゲツモチなど

9月19日（火） 9月21日（木） 9月22日（金）
9月25日（月） 9月28日（木）
10月2日（月） 10月5日（木）
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市政レーダー

　
事
前
登
録
型
本
人
通
知
制

度
は
、「
篠
山
市
住
民
票
の
写

し
等
本
人
通
知
制
度
に
関
す

る
条
例
」に
基
づ
き
、
本
人

等
の
代
理
人
や
第
三
者
か
ら

の
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄

本
な
ど
の
交
付
に
対
し
、
事

前
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に

証
明
書
を
交
付
し
た
事
実
を

本
人
通
知
書
に
て
お
知
ら
せ

す
る
制
度
で
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
に
登

録
い
た
だ
く
こ
と
で
、
住
民

票
等
の
不
正
請
求
、
不
正
取

得
の
抑
止
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
４
月
１
日
の
制

度
施
行
以
来
、
平
成
29
年
７

月
末
ま
で
に
、
８
３
８
人
の

方
に
登
録
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

本
人
通
知
書
の
内
容

①
証
明
書
の
交
付
年
月
日

②
交
付
証
明
書
の
種
別

③
交
付
部
数

④
交
付
請
求
者
の
種
別（
本
人
等

の
代
理
人
ま
た
は
第
三
者
）

事
前
登
録
で
き
る
方

篠
山
市
の
住
民
基
本
台
帳
お
よ
び

戸
籍
簿
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書

○
住
民
票
の
写
し

○
戸
籍
謄(

抄)

本

事
前
登
録
の
手
続
き

　
手
続
き
は
、
本
庁
市
民
課
、
各

支
所
窓
口
お
よ
び
各
ふ
れ
あ
い
館

で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確

認
が
で
き
る
書
類（
免
許
証
な

ど
）

②
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
な
ど

（
同
一
世
帯
の
方
は
不
要
。
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

③
篠
山
市
の
住
民
票
、
戸
籍
の
附

票
、
戸
籍
簿
か
ら
消
除
さ
れ
て

い
る
と
き
は
本
籍
地
表
示
の
あ

る
住
民
票

裁
量
的
開
示
始
ま
る

　

本
人
通
知
書
を
受
け
た
方（
事

前
登
録
さ
れ
た
方
）が
、
交
付
請

求
者
の
情
報
を
開
示
請
求
す
る
手

続
き
は
、
篠
山
市
個
人
情
報
保
護

条
例
に
基
づ
き
ま
す
。

　
平
成
29
年
６
月
市
議
会
に
お
い

て
、
篠
山
市
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
を
改
正
し
、
平
成
29
年
９

月
１
日
か
ら
個
人
の
権
利
利
益
を

保
護
す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ

る
と
き
は
、
交
付
請
求
者
の
情
報

を
裁
量
的
に
開
示
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
市
民
課
☎
５
５
２
‐
５
２
４
２
／
人
権
推
進
課
☎
５
５
２
‐
６
９
２
６

住
民
票
な
ど
の
不
正
請
求
、
不
正
取
得
を
抑
止
す
る
た
め

事
前
登
録
型
本
人
通
知
制
度
に
登
録
し
ま
し
ょ
う

面
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
今
後
も
安
全
に
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
を
続
け
て
い
く
た

め
に
、
引
き
渡
し
の
方
法
を
左
記

の
と
お
り
抽
選
方
式
に
変
更
し
ま

す
。

　
抽
選
方
式
に
つ
い
て
は
、
10
月

２
日（
月
）か
ら
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
５
９
６
‐
０
８
４
４

「
今
週
の
お
す
す
め
品
」の
引
き
渡
し
を

抽
選
方
式
に
変
更
し
ま
す

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
持
ち
込

ま
れ
た
廃
棄
物
の
中
か
ら
再
利
用

で
き
る
も
の
を
展
示
し
、「
今
週
の

お
す
す
め
品
」と
し
て
市
民
の
皆

さ
ん
に
無
料
で
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
現
在
、
品
物
の
提
供
は
先
着
順

と
し
て
い
ま
す
が
、
品
物
に
よ
っ

て
は
、
前
日
や
夜
間
か
ら
清
掃
セ

ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
前
で
お
待
ち
に
な

る
な
ど
、
来
場
者
の
安
全
や
健
康

抽選方式の仕組み（10月2日から）

①毎週金曜日 16:00（祝日の場合はその前
日）市ホームページに ｢今週のおすすめ
品｣ を掲載
(10 月2日分は9月29日に掲載 )

と　き　10 月 4日、10月 18日、11月 1日、11月
15 日、12 月 6 日、12 月 20 日、平成 30
年 1月 10日　※いずれも水曜日。

※上記の他、平成30年1月に2回の実習日があります。
ところ　四季の森生涯学習センター
応募資格　市内在住で 20～ 70 歳の方で、原則全て

のカリキュラムに参加できる方
定　員　10人
申込期限　9月 15日 ( 金 ) 必着
申し込み方法　受講申込書とレポート ｢受講の動機｣

(400 字以内 ) を提出
※申し込みについて、詳しくは権利擁護サポートセン
ター (☎ 594-2022) までお問い合わせください。

希望の品物がある場合は、定刻までにお越
しください

②月曜日 8:30 に抽選（清掃センターロビー）
※品物ごとに希望者多数の場合に抽選。
※抽選への参加は1人 1回のみ ( 外れた方
　が別の抽選に参加することはできません )。
※持ち帰りは1人 1点のみ。

～誰もが安心して暮らせる地域福祉の活動～

市民後見人養成講座を受講しよう

市民後見人とは
　地域で暮らす判断能力の不十分な認知症高齢
者や障がい者などの生活を権利擁護の観点から
支援する人です。
　法律問題や紛争性のない事案、急迫した事情
のない事案などでの活躍が期待されています。
※市民後見人の活動は、報酬を目的としない活
動です。

　
よ
り
一
層
専
門
性
を
高
め
、
充

実
し
た
支
援
を
継
続
的
に
行
う
た

め
、
８
月
１
日
か
ら
篠
山
市
高
齢

者
・
障
が
い
者
権
利
擁
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
特
定
非
営

利
活
動
法
人
ウ
ィ
ズ
・
ユ
ー
に
委

託
し
、
事
務
所
を
丹
南
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
権
利
擁
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が「
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
」「
普
通
に
暮
ら

す
」「
み
ん
な
と
一
緒
に
暮
ら
す
」

と
い
う
、
権
利
や
願
い
を
守
る
た

め
に
、
法
律
職
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
相
談
に

対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
成
年
後
見

問
い
合
わ
せ　
地
域
福
祉
課
☎
５
５
２
‐
５
３
４
６

８
月
か
ら
篠
山
市
高
齢
者
・
障
が
い
者
権
利
擁
護

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
ま
し
た

高齢者・障がい者権利擁護サポートセンター
（丹南健康福祉センター内）☎ 594-2022

制
度
に
関
す
る
相
談
、
支
援
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

権利擁護サポートセンターを運営する
NPO法人ウィズ・ユーのスタッフ。「情
熱 ･ 寄り添い ･ 実効性」の 3本柱で
運営します

業務内容

ふくし総合相談窓口（地域福祉課）相談状況（平成 28 年度）

健康・医療に関すること 27
介護予防に関すること 0
介護に関すること 75
認知症に関すること 79
権利擁護に関すること 158
その他 41
計 380

約４割が
権利擁護に
関する相談

です。

権利擁護に
関する専門相
談・専門支援、

広報活動

虐待対応
などに関する
専門的支援

市民への権利
擁護支援業務

に関する
人材育成


